
(57)【要約】

【課題】　ミラーの振動を抑えながら走査線の湾曲を防

止する光走査装置および画像形成装置を提供する。

【解決手段】　ミラー５０の略中央部を押すことによっ

てミラー５０の振動を抑えることができる。しかし、ミ

ラーが撓み、図２－Ａに示すように中央部のビームは点

線のように移動されるため、図２－Ｃのように記録媒体

９５の走査線は理想線に対して凹湾曲してしまう。一方

、図２－Ｂに示すようにミラー５２の長さ方向略中央部

を引張ることでミラー５２の振動を抑えることができ、

ミラー５２の撓みによる走査線への影響は、図２－Ｄの

ように理想線に対して凸湾曲とすることができる。上記

の二つを組み合わせた走査装置において、図２－Ｃと図

２－Ｄの効果を同時に出すことによって、図２－Ｅのよ

うに走査線の湾曲を相殺させることができ、理想的な走

査線を得ることができる。

【選択図】　　　　図２

JP 2006-53304 A 2006.2.23



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
光 ビ ー ム を 射 出 す る 光 源 と 、
　 射 出 さ れ た 光 ビ ー ム を 主 走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 偏 向 装 置 と 、
　 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系 と 、
を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、
　 少 な く と も ２ 箇 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に 設 け 、
　 前 記 反 射 鏡 を 押 圧 又 は 引 圧 す る 矯 正 手 段 に よ っ て 前 記 反 射 鏡 を 湾 曲 さ せ 、 走 査 線 の 湾 曲
を 相 殺 し て 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 光 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
光 ビ ー ム を 射 出 す る 光 源 と 、
　 射 出 さ れ た 光 ビ ー ム を 主 走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 偏 向 装 置 と 、
　 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系 と 、
を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、
　 少 な く と も ２ 箇 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に 設 け 、
　 前 記 反 射 鏡 の 反 射 面 側 を 支 持 す る 支 持 手 段 と 、 前 記 反 射 鏡 の 裏 面 を 押 圧 す る 押 圧 手 段 と
、 を 備 え 、
　 前 記 支 持 手 段 と 前 記 押 圧 手 段 に よ っ て 前 記 反 射 鏡 を 湾 曲 さ せ 、 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 し て
補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 光 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
光 ビ ー ム を 射 出 す る 光 源 と 、
　 射 出 さ れ た 光 ビ ー ム を 主 走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 偏 向 装 置 と 、
　 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系 と 、
を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、
　 少 な く と も ２ 箇 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に 設 け 、
　 一 方 の 前 記 反 射 鏡 は 反 射 面 側 を 支 持 す る 第 １ 支 持 手 段 と 第 １ 支 持 手 段 の 間 を 裏 面 か ら 押
圧 す る 第 １ 押 圧 手 段 を 備 え 、
　 他 方 の 前 記 反 射 鏡 は 反 射 面 側 を 支 持 す る 第 ２ 支 持 手 段 と 第 ２ 支 持 手 段 の 外 側 を 裏 面 か ら
押 圧 す る 第 ２ 押 圧 手 段 を 備 え 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 押 圧 手 段 に よ っ て 前 記 反 射 鏡 を 湾 曲 さ せ 、 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 し て
補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 光 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 反 射 鏡 の 内 、 少 な く と も １ 個 は シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 請 求 項 ３ に 記 載 の 光 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー の 側 面 を 押 す 押 圧 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記
載 の 光 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
光 ビ ー ム を 射 出 す る 光 源 と 、
　 射 出 さ れ た 光 ビ ー ム を 主 走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 偏 向 装 置 と 、
　 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系 と 、
を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、
　 少 な く と も ３ 箇 以 上 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に 設 け 、
　 前 記 反 射 鏡 の う ち 被 走 査 面 側 に 近 い ２ 箇 の 反 射 鏡 を 押 圧 又 は 引 圧 す る 矯 正 手 段 に よ っ て
前 記 被 走 査 面 側 に 近 い ２ 箇 の 反 射 鏡 を 湾 曲 さ せ 、 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 し て 補 正 す る こ と を
特 徴 と す る 光 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 支 持 手 段 ま た は 押 圧 手 段 の う ち 少 な く と も １ 個 は 、 押 圧 力 ま た は 牽 引 力 を 調 整 で き る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ に 記 載 の 光 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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光 ビ ー ム を 射 出 す る 複 数 の 光 源 と 、
　 射 出 さ れ た 光 ビ ー ム を 主 走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 回 転 多 面 鏡 お よ び 偏 向 装 置 と 、
　 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系 と 、
を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 光 ビ ー ム ご と に 少 な く と も ２ 箇 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に 設 け た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ に 記 載 の 光 走 査 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ８ に 記 載 の 光 走 査 装 置 を 使 用 し た 画 像 形 成 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 走 査 装 置 お よ び 画 像 形 成 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 高 解 像 度 の 画 像 形 成 装 置 が 要 求 さ れ て お り 、 画 質 低 下 の 原 因 と な る 光 走 査 装 置 の
反 射 鏡 の 振 動 低 減 が 必 要 に な っ て き て い る 。 す な わ ち 、 反 射 鏡 の 振 動 に よ る 縞 模 様 の 発 生
（ Ｂ ａ ｎ ｄ ｉ ｎ ｇ ） な ど が 問 題 と な っ て お り 、 以 前 か ら ミ ラ ー の 裏 面 を 押 し て 振 動 を 抑 え
る 技 術 は 知 ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 ミ ラ ー を 押 す と ミ ラ ー が 撓 む の で 、 そ の 解 決 手 段 と し
て 、 ミ ラ ー の 略 中 央 部 を ２ 点 で 裏 面 押 し 、 更 に は ゴ ム を 介 在 さ せ て 押 す 方 法 が 提 案 さ れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 ミ ラ ー の 背 面 を 押 す こ と に よ っ て 、 ミ ラ ー の 振 動 を 防 止 す る こ と は 可 能
で あ る が 、 近 年 の 高 画 質 （ 走 査 線 の 直 線 性 ） の 要 求 に 満 足 す る 為 に は 不 十 分 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 す な わ ち 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 ミ ラ ー １ ０ ２ の 背 面 を 押 す こ と で 振 動 を 抑 え る こ と は 可
能 だ が 、 こ れ に よ り 感 光 体 １ ０ ４ 上 → 用 紙 Ｐ 上 に 描 か れ る 理 想 的 な 走 査 線 の 形 状 （ 図 中 実
線 で 示 す ） に 対 し て 走 査 線 が 湾 曲 す る 、 所 謂 Ｂ Ｏ Ｗ （ 図 中 破 線 で 示 す ） が 発 生 し て し ま う
こ と に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ６ １ ６ ９ 号 公 報 　 　 （ 図 ３ 、 第 ２ ～ ３ 頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 実 を 考 慮 し 、 ミ ラ ー の 振 動 を 抑 え な が ら 走 査 線 の 湾 曲 を 防 止 す る 光 走 査
装 置 お よ び 画 像 形 成 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 光 走 査 装 置 は 、 光 ビ ー ム を 射 出 す る 光 源 と 、 射 出 さ れ た 光 ビ ー ム を 主
走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 偏 向 装 置 と 、 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系
と 、 を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、 少 な く と も ２ 箇 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に
設 け 、 前 記 反 射 鏡 を 押 圧 又 は 引 圧 す る 矯 正 手 段 に よ っ て 前 記 反 射 鏡 を 湾 曲 さ せ 、 走 査 線 の
湾 曲 を 相 殺 し て 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 の 発 明 で は 、 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に 少 な く と も ２ 枚 の 反 射 鏡 を 備 え 、 一 方
の 反 射 鏡 を 押 圧 又 は 引 っ 張 る こ と に よ り 反 射 鏡 の 振 動 を 防 止 し 、 こ れ よ っ て 反 射 鏡 が 湾 曲
す る こ と で 発 生 す る 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 す る よ う に 他 方 の 反 射 鏡 を 押 圧 又 は 引 っ 張 る こ と
に よ り 、 他 方 の 反 射 鏡 の 振 動 を も 防 止 し つ つ 光 走 査 装 置 の 走 査 線 の 湾 曲 全 体 を 極 力 小 さ く
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 光 走 査 装 置 は 、 光 ビ ー ム を 射 出 す る 光 源 と 、 射 出 さ れ た 光 ビ ー ム を 主
走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 偏 向 装 置 と 、 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系
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と 、 を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、 少 な く と も ２ 箇 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に
設 け 、 前 記 反 射 鏡 の 反 射 面 側 を 支 持 す る 支 持 手 段 と 、 反 射 鏡 の 裏 面 を 押 圧 す る 押 圧 手 段 と
、 を 備 え 、 前 記 支 持 手 段 と 前 記 押 圧 手 段 に よ っ て 前 記 反 射 鏡 を 湾 曲 さ せ 、 走 査 線 の 湾 曲 を
補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 構 成 の 発 明 で は 、 反 射 鏡 の 反 射 面 を 支 持 し て 反 射 面 の 裏 を 押 圧 す る こ と に よ り 、 反
射 鏡 と 押 圧 部 材 を コ ン パ ク ト か つ 簡 易 な 構 成 の 支 持 構 造 と で き る の で 、 経 済 性 と 整 備 性 に
優 れ た コ ン パ ク ト な 光 走 査 装 置 と し な が ら 反 射 鏡 の 振 動 を 防 止 し つ つ 、 光 走 査 装 置 の 走 査
線 の 湾 曲 を 極 力 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 光 走 査 装 置 は 、 光 ビ ー ム を 射 出 す る 光 源 と 、 射 出 さ れ た 光 ビ ー ム を 主
走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 偏 向 装 置 と 、 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系
と 、 を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、 少 な く と も ２ 箇 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に
設 け 、 一 方 の 前 記 反 射 鏡 は 反 射 面 側 を 支 持 す る 第 １ 支 持 手 段 と 第 １ 支 持 手 段 の 間 を 裏 面 か
ら 押 圧 す る 第 １ 押 圧 手 段 を 備 え 、 他 方 の 前 記 反 射 鏡 は 反 射 面 側 を 支 持 す る 第 ２ 支 持 手 段 と
第 ２ 支 持 手 段 の 外 側 を 裏 面 か ら 押 圧 す る 第 ２ 押 圧 手 段 を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 押 圧 手
段 に よ っ て 前 記 反 射 鏡 を 湾 曲 さ せ 、 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 し て 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 構 成 の 発 明 で は 、 反 射 面 の 裏 を 押 圧 す る こ と に よ り 振 動 を 防 止 し 、 押 圧 部 材 を コ ン
パ ク ト か つ 簡 易 構 成 に し な が ら 一 方 の 反 射 鏡 は 支 持 間 を 押 圧 し て 凹 湾 曲 さ せ 、 他 方 の 反 射
鏡 は 支 持 外 を 押 圧 す る こ と で 凸 湾 曲 さ せ て 、 互 い に 光 走 査 装 置 の 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 さ せ
る こ と で 走 査 線 の 湾 曲 を 極 力 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 光 走 査 装 置 は 、 前 記 反 射 鏡 の 内 、 少 な く と も １ 個 は シ リ ン ド リ カ ル ミ
ラ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 構 成 の 発 明 で は 、 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー に お い て は 反 射 面 に 対 し て 接 線 方 向 へ の 押
圧 ・ 湾 曲 で も 法 線 方 向 へ の 湾 曲 と 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る こ と を 利 用 し て 、 シ リ ン ド リ カ ル
ミ ラ ー の 側 面 及 び 裏 面 を 押 圧 す る こ と で 振 動 を 防 止 し つ つ 、 光 走 査 装 置 の 走 査 線 の 湾 曲 を
極 力 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 光 走 査 装 置 は 、 前 記 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー の 側 面 を 押 す 押 圧 部 材 を 備
え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 構 成 の 発 明 で は 、 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー に お い て は 反 射 面 に 対 し て 接 線 方 向 へ の 押
圧 ・ 湾 曲 で も 法 線 方 向 へ の 湾 曲 と 同 等 の 効 果 が 得 ら れ る こ と を 利 用 し て 、 シ リ ン ド リ カ ル
ミ ラ ー の 側 面 を 押 圧 す る こ と で 振 動 を 防 止 し つ つ 、 光 走 査 装 置 の 走 査 線 の 湾 曲 を 極 力 小 さ
く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 光 走 査 装 置 は 、 光 ビ ー ム を 射 出 す る 光 源 と 、 射 出 さ れ た 光 ビ ー ム を 主
走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 偏 向 装 置 と 、 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査 面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系
と 、 を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、 少 な く と も ３ 箇 以 上 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の
間 に 設 け 、 前 記 反 射 鏡 の う ち 被 走 査 面 側 に 近 い ２ 箇 の 反 射 鏡 を 押 圧 又 は 引 圧 す る 矯 正 手 段
に よ っ て 前 記 被 走 査 面 側 に 近 い ２ 箇 の 反 射 鏡 を 湾 曲 さ せ 、 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 し て 補 正 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 構 成 の 発 明 で は 、 被 走 査 面 上 に 近 い 反 射 鏡 の 方 が 長 く な り 振 動 し や す く な る の で 、
長 く 振 動 し や す い 被 走 査 面 上 に 近 い ２ 枚 の 反 射 鏡 を 押 圧 又 は 牽 引 手 段 に よ っ て 振 動 を 抑 え
、 か つ 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 さ せ る こ と で 、 単 純 な 構 成 で 効 率 よ く 高 画 質 な 光 走 査 装 置 と で
き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 光 走 査 装 置 は 、 前 記 支 持 手 段 ま た は 押 圧 手 段 の う ち 少 な く と も １ 個 は
、 押 圧 力 ま た は 牽 引 力 を 調 整 で き る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 の 発 明 で は 、 少 な く と も 一 枚 の 反 射 鏡 は 押 圧 力 ま た は 牽 引 力 を 調 整 可 能 と す る
こ と に よ り 、 走 査 線 の 湾 曲 が な く な る よ う に 反 射 鏡 の 湾 曲 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 光 走 査 装 置 は 、 光 ビ ー ム を 射 出 す る 複 数 の 光 源 と 、 射 出 さ れ た 光 ビ ー
ム を 主 走 査 方 向 に 偏 向 さ せ る 回 転 多 面 鏡 お よ び 偏 向 装 置 と 、 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム を 被 走 査
面 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系 と 、 を 備 え た 光 走 査 装 置 で あ っ て 、 前 記 光 ビ ー ム ご と に 少 な く と
も ２ 箇 の 反 射 鏡 を 偏 向 装 置 と 被 走 査 面 の 間 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 構 成 の 発 明 で は 、 カ ラ ー 画 像 形 成 装 置 に お い て 発 生 す る 、 各 色 間 で 走 査 線 の 湾 曲 量
が 異 な る こ と に 起 因 す る 色 ず れ が 少 な く な る よ う に 、 各 色 の 走 査 線 ご と に 湾 曲 量 を 調 整 し
高 画 質 の 光 走 査 装 置 と で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ に 記 載 の 光 走 査 装 置 を 使 用 し
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 構 成 の 発 明 で は 、 少 な く と も ２ 枚 の 反 射 鏡 を 互 い に 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 し て う ち 消
す よ う に 湾 曲 さ せ て 配 置 し た 光 走 査 装 置 を 用 い る こ と で 高 画 質 な 画 像 形 成 装 置 と す る こ と
が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 構 成 と し た の で 、 ミ ラ ー の 振 動 を 抑 え な が ら 走 査 線 の 湾 曲 を 防 止 す る 光 走
査 装 置 お よ び 画 像 形 成 装 置 と す る こ と が で き た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 光 走 査 装 置 が 示 さ れ て い る 。
[第 １ 実 施 形 態 ] 
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 画 像 形 成 装 置 及 び そ れ に 適 用 さ れ る 光 走 査 装 置 に つ い て 説
明 す る 。 初 め に 、 光 走 査 装 置 の 説 明 を 行 い 、 更 に 、 本 発 明 の 要 部 で あ る 保 持 部 の 構 造 に つ
い て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に は 本 実 施 形 態 に 係 る 光 走 査 装 置 が 示 さ れ て い る 。 以 下 に 光 走 査 装 置 に つ い て 説 明
す る 。 レ ー ザ ー 光 源 １ か ら 発 光 さ れ た 光 ビ ー ム が 、 コ リ メ ー タ レ ン ズ ２ 、 ス リ ッ ト ３ 、 シ
リ ン ド リ カ ル レ ン ズ ４ を 通 過 し 、 回 転 多 面 鏡 ３ ６ に よ り 偏 向 さ れ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、
回 転 多 面 鏡 ３ ６ の 反 射 面 で 偏 向 さ れ た ビ ー ム Lは 、 ２ 枚 組 の Fθ レ ン ズ ３ ８ で 感 光 体 上 を 等
速 で 走 査 す る よ う に 主 走 査 方 向 に お い て 走 査 さ れ る 。 ま た 、 Fθ レ ン ズ ３ ８ を 通 過 し た ビ
ー ム Lは 、 ミ ラ ー ５ ０ 、 ５ ２ で 折 り 返 さ れ て 感 光 体 ２ ４ 上 に 結 像 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 ミ ラ ー の 振 動 を 抑 え て か つ 走 査 線 の 湾 曲 も 小 さ く で き る 原 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 述 の よ う に ミ ラ ー ５ ０ の 略 中 央 部 を 押 す こ と に よ っ て ミ ラ ー ５ ０ の 振 動 を 抑 え る こ と
が で き る 。 し か し 、 ミ ラ ー が 撓 み 、 図 ２ － Ａ に 示 す よ う に 中 央 部 の ビ ー ム は 点 線 の よ う に
移 動 さ れ る た め 、 図 ２ － Ｃ の よ う に 記 録 媒 体 ９ ５ の 走 査 線 は 理 想 線 に 対 し て 凹 湾 曲 し て し
ま う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 図 ２ － Ｂ に 示 す よ う に ミ ラ ー ５ ２ の 長 さ 方 向 略 中 央 部 を 引 張 る こ と で ミ ラ ー ５ ２
の 振 動 を 抑 え る こ と が で き 、 ミ ラ ー ５ ２ の 撓 み に よ る 走 査 線 へ の 影 響 は 、 図 ２ － Ｄ の よ う
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に 理 想 線 に 対 し て 凸 湾 曲 と す る こ と が で き る 。 上 記 の 二 つ を 組 み 合 わ せ た 走 査 装 置 に お い
て 、 図 ２ － Ｃ と 図 ２ － Ｄ の 効 果 を 同 時 に 出 す こ と に よ っ て 、 図 ２ － Ｅ の よ う に 走 査 線 の 湾
曲 を 相 殺 さ せ る こ と が で き 、 理 想 的 な 走 査 線 を 得 る こ と が で き る 。
（ 保 持 構 造 の 説 明 ）
　 図 ８ ～ 図 １ ０ に は 本 実 施 例 に 掛 か る ミ ラ ー の 保 持 構 造 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ミ ラ ー ５ ０ 、 ５ ２ の 保 持 と は 関 係 な い 部 分 は 図 を 省 略 し て い る 。 ミ ラ ー ５ ０ の 両 端 部 は
筐 体 の 一 部 で 構 成 さ れ た 支 持 部 ７ ０ 、 ７ ２ に よ っ て 反 射 面 側 で 支 持 さ れ て お り 、 押 圧 持 部
８ １ は 弾 性 部 材 で あ り 、 筐 体 の 一 部 に ね じ で 締 結 さ れ て お り 、 ミ ラ ー ５ ０ の 長 さ 方 向 略 中
央 部 及 び 両 端 部 を 押 圧 し て ミ ラ ー ５ ０ の 振 動 を 抑 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 押 圧 に よ っ て ミ ラ ー ５ ０ は 撓 む た め 、 図 ２ － Ｃ に 示 す よ う に 走 査 線 は 湾 曲 し て し ま
う 。 一 方 ミ ラ ー ５ ２ の 両 端 部 は 筐 体 の 一 部 で 構 成 さ れ た 支 持 部 に よ っ て 反 射 面 を 支 持 さ れ
て お り 、 保 持 部 ８ ２ は ミ ラ ー ５ ２ の 長 さ 方 向 略 中 央 部 を 引 圧 し て ミ ラ ー ５ ２ の 振 動 を 抑 え
、 こ の 引 圧 に よ っ て ミ ラ ー ５ ２ は 撓 む の で 、 図 ２ － Ｂ の よ う に 走 査 線 を 図 ２ － Ｃ と 逆 方 向
に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 押 圧 部 材 ８ ４ 、 ８ ５ は 、 ミ ラ ー ５ ２ の 両 端 部 を 支 持 部 ７ ３ 、 ７ ５ に 押 付 け る 。 一 方 ブ ラ
ケ ッ ト ７ ４ に は 、 ナ ッ ト ９ ２ が 埋 め 込 ま れ て お り 、 ね じ ９ ０ を 回 す こ と に よ っ て リ ン グ ９
１ が ブ ラ ケ ッ ト ７ ４ 側 に 移 動 し 、 そ れ に 追 従 し 保 持 部 ８ ２ は ブ ラ ケ ッ ト 側 に 引 き 寄 せ ら れ
、 ミ ラ ー ５ ２ が 撓 む 。 押 圧 部 材 ８ ４ 、 ８ ５ の 押 圧 力 は 保 持 部 ８ ２ に よ っ て ミ ラ ー ５ ２ が 引
張 ら れ て も 支 持 部 材 ７ ３ 、 ７ ５ と ミ ラ ー ５ ２ が 離 れ な い よ う に 押 圧 を 行 っ て い る 。
ミ ラ ー ５ ０ と ミ ラ ー ５ ２ の 湾 曲 に よ る 走 査 線 は 互 い に 相 殺 す る 方 向 に 湾 曲 さ れ て お り 、 そ
の 結 果 、 図 ２ － Ｅ の よ う に 湾 曲 が 極 力 小 さ い 状 態 と な る 。 前 記 説 明 に お い て は 、 ミ ラ ー ５
２ お よ び ７ ５ の 略 中 央 部 に 押 引 圧 力 を 加 え る こ と で 作 用 を 説 明 し た が 、 支 持 側 に 近 い と こ
ろ を 押 引 圧 力 を 加 え て も 同 効 果 が 得 ら れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
保 持 構 造 の 別 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 ミ ラ ー ５ ２ を 保 持 部 ６ ２ に よ っ て 長 さ 方 向 略 中 央 部 を
引 圧 し て ミ ラ ー ５ ２ の 振 動 を 抑 え て い る が 、 引 圧 す る 為 に ミ ラ ー を チ ャ ッ ク す る 部 分 が 必
要 と な り 、 結 果 と し て ミ ラ ー の 幅 が 広 く な っ て し ま う 。 ま た 、 引 圧 構 成 は 押 圧 構 成 に 比 べ
て 複 雑 に な っ て し ま う 課 題 が あ る 。 こ の 課 題 を 解 決 す る 為 に 、 図 １ １ － Ａ に 示 す よ う に 、
ミ ラ ー ５ ２ の 両 端 部 の 反 射 面 を 支 持 部 材 ７ ６ ,７ ７ で 支 持 し 、 そ の 支 持 位 置 の 外 側 を 弾 性
部 材 ８ ６ ,８ ７ で 押 圧 す る こ と に よ り 、 単 純 な 構 成 で 同 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 [第 ２ 実 施 形 態 ] 
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 光 走 査 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ に は 本 実 施 形 態 に 係 る 光 学 部 材 及 び 光 学 系 が 示 さ れ て い る 。 以 下 に 光 走 査 装 置 に つ
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 レ ー ザ ー 光 源 か ら 偏 向 器 ま で の 構 成 は 実 施 例 １ と 同 様 な の で 説 明 を 省 く 。 図 ３ ― Ａ に 示
す よ う に 、 回 転 多 面 鏡 ３ ６ の 反 射 面 で 偏 向 さ れ た ビ ー ム Lは 、 ２ 枚 組 の Fθ レ ン ズ ３ ８ で 感
光 体 ２ ４ 上 を 等 速 で 走 査 す る よ う に 主 走 査 方 向 に お い て 走 査 さ れ る 。 ま た 、 Fθ レ ン ズ ３
８ を 通 過 し た ビ ー ム Lは 、 ミ ラ ー ５ １ 、 ５ ３ で 折 り 返 さ れ て 、 感 光 体 ２ ４ 上 に 結 像 さ れ る
。 ミ ラ ー ５ １ ， ５ ３ は 略 中 央 部 を 押 圧 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ － Ａ に 示 す よ う に 、 ミ ラ ー ５ ３ の 長 さ 方 向 略 中 央 部 を 押 す こ と に よ っ て ミ ラ ー ５ ３
の 振 動 を 抑 え る こ と が で き る 。 し か し 、 ミ ラ ー が 撓 み 、 中 央 部 の ビ ー ム は 点 線 の よ う に ず
れ 、 図 ３ － Ｃ の よ う に 記 録 媒 体 ９ ５ の 走 査 線 が 理 想 線 に 対 し て 凸 湾 曲 し て し ま う 。 一 方 、
図 ３ － Ｂ に 示 す よ う に ミ ラ ー ５ １ の 長 さ 方 向 略 中 央 部 を 押 す こ と で ミ ラ ー ５ １ の 振 動 を 抑
え る こ と が で き る 。 ミ ラ ー ５ １ の 撓 み に よ る 走 査 線 の 影 響 は 、 図 ３ － Ｄ の よ う に 理 想 線 に
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対 し て 凹 湾 曲 と さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 の 二 つ を 組 み 合 わ せ た 光 走 査 装 置 に お い て 、 図 ３ － Ｃ と 図 ３ － Ｄ に 示 す 効 果 を 同 時
に 出 す こ と に よ っ て 、 図 ３ － Ｅ の よ う に 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 さ せ る こ と が で き る 。 ミ ラ ー
５ １ 、 ５ ３ の 略 中 央 部 を 押 す 構 造 は 、 実 施 例 １ で 説 明 し た 図 ８ と 同 構 造 で あ る の で 説 明 を
省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 [第 ３ 実 施 形 態 ] 
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 光 走 査 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ４ に は 本 実 施 形 態 に 係 る 光 学 部 材 及 び 光 学 系 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 下 に 光 走 査 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 レ ー ザ ー 光 源 か ら 偏 向 器 ま で の 構 成 は 実 施 例 １ と
同 様 な の で 説 明 を 省 く 。 図 ４ ― Ａ に 示 す よ う に 、 回 転 多 面 鏡 ３ ６ の 反 射 面 で 偏 向 さ れ た ビ
ー ム Lは 、 ２ 枚 組 の Fθ レ ン ズ ３ ８ で 感 光 体 ２ ４ 上 を 等 速 で 走 査 す る よ う に 主 走 査 方 向 に お
い て 走 査 さ れ る 。 ま た 、 Fθ レ ン ズ ３ ８ を 通 過 し た ビ ー ム Lは 、 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー ５ ４
、 ミ ラ ー ５ ５ で 折 り 返 さ れ て 、 感 光 体 ２ ４ 上 に 結 像 さ れ る 。 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー ５ ４ 、
ミ ラ ー ５ ５ 伴 に 、 長 さ 方 向 略 中 央 部 が 押 圧 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ － Ａ に 示 す よ う に 、 ミ ラ ー ５ ５ の 長 さ 方 向 略 中 央 部 を 押 す こ と に よ っ て ミ ラ ー ５ ５
の 振 動 を 抑 え る こ と が で き る 。 し か し 、 こ れ に よ り ミ ラ ー ５ ５ が 撓 み 、 中 央 部 の ビ ー ム は
点 線 の よ う に ず れ 、 図 ４ － Ｃ の よ う に 記 録 媒 体 ９ ５ の 走 査 線 が 理 想 線 に 対 し て 凸 湾 曲 し て
し ま う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 、 図 ４ － Ｂ に 示 す よ う に シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー ５ ４ の 側 面 側 略 中 央 部 を 押 す こ と で
シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー ５ ４ の 振 動 を 抑 え る こ と が で き る 。 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー ５ ４ の 撓
み に よ る 走 査 線 の 影 響 は 、 図 ４ － Ｄ の よ う に 理 想 線 に 対 し て 凹 湾 曲 と さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 の 二 つ を 組 み 合 わ せ た 光 走 査 装 置 に お い て 、 図 ４ － Ｃ と 図 ４ － Ｄ に 示 す 効 果 を 同 時
に 出 す こ と に よ り 、 図 ４ － Ｅ の よ う に 走 査 線 の 湾 曲 を 相 殺 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー ５ ４ の 押 圧 構 造 を 図 １ ２ に 示 す 。 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー ５ ４ の 両
端 部 の 裏 面 を 押 圧 部 材 ８ ６ 、 ８ ７ に よ っ て 支 持 部 材 ７ ６ 、 ７ ７ に 押 付 け 、 シ リ ン ド リ カ ル
ミ ラ ー ５ ４ の 略 中 央 部 側 面 を 押 圧 部 材 ８ ３ に よ っ て 、 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー ５ ４ の 振 動 を
抑 え る こ と が で き る 。 ミ ラ ー ５ ５ の 略 中 央 部 を 押 す 構 造 は 、 実 施 例 １ で 説 明 し た 図 ８ と 同
構 造 で あ る の で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 [第 ４ 実 施 形 態 ] 
　 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 画 像 形 成 装 置 及 び そ れ に 適 用 さ れ る 光 走 査 装 置 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ３ に は 本 実 施 形 態 に 係 る 画 像 形 成 装 置 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 画 像 形 成 装 置 ９ ０ は Ｙ （ イ エ ロ ー ） 、 M（ マ ゼ ン タ ） 、 Ｃ （ シ ア
ン ） 、 K（ ブ ラ ッ ク ） 、 の ４ 色 の ト ナ ー 像 を 形 成 す る 電 子 写 真 ユ ニ ッ ト １ ２ Ｙ 、 １ ２ Ｃ 、
２ M、 １ ２ Kと 、 後 述 す る 転 写 装 置 １ ４ Ｙ 、 １ ４ Ｃ 、 １ ４ M、 １ ４ Kに よ っ て 各 ト ナ ー 像 が 蓄
積 さ れ て カ ラ ー ト ナ ー 像 を ト レ イ １ ８ か ら 供 給 さ れ た 用 紙 に 転 写 す る 転 写 装 置 ２ ０ と 、 用
紙 上 に 転 写 さ れ た カ ラ ー ト ナ ー 像 を 溶 融 定 着 さ せ る 定 着 装 置 ２ ２ と か ら 基 本 的 に 構 成 さ れ
て い て 、 プ ロ セ ス は １ サ イ ク ル で 画 像 を 作 成 す る 。 光 走 査 装 置 ２ ８ Ｃ Ｋ と 光 走 査 装 置 ２ ８
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Ｙ Mが 具 備 さ れ て お り 、 図 示 し な い レ ー ザ ー 光 源 に 図 示 し な い 画 像 制 御 部 か ら デ ジ タ ル 信
号 と し て デ ー タ が 転 送 さ れ 、 レ ー ザ ー 光 源 か ら 発 光 さ れ た 光 ビ ー ム が 、 コ リ メ ー タ レ ン ズ
、 シ リ ン ド リ カ ル レ ン ズ 群 を 通 り 、 光 偏 向 器 で 偏 向 さ れ た 光 ビ ー ム は 、 そ の 後 光 学 部 材 を
反 射 又 は 通 過 し て 、 帯 電 装 置 ２ ６ Ｙ 、 ２ ６ Mで 帯 電 さ れ た 感 光 体 ２ ４ Ｙ 、 ２ ４ Mに ビ ー ム を
各 々 照 射 す る 。 露 光 さ れ た 感 光 体 ２ ４ Ｙ 、 ２ ４ M、 ２ ４ Ｃ 、 ２ ４ Ｋ は 、 現 像 装 置 ３ ０ Ｙ 、
３ ０ M、 ３ ０ Ｃ 、 ３ ０ Ｋ で 現 像 さ れ 、 中 間 転 写 ベ ル ト １ ６ に Ｙ 、 M、 Ｃ 、 Ｋ の 各 色 画 像 が 転
写 さ れ 、 転 写 装 置 ２ ０ に よ っ て 用 紙 Ｐ に 転 写 さ れ 定 着 装 置 ２ ２ に よ っ て 溶 融 定 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 K（ ブ ラ ッ ク ） の 感 光 体 ２ ４ Kの 径 が 感 光 体 ２ ４ Ｙ ～ ２ ４ Ｃ の 径 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て
お り 、 カ ラ ー 画 像 に 比 較 し て 使 用 頻 度 の 高 い 白 黒 画 像 の 出 力 に よ っ て Kの 感 光 体 ２ ４ Kの み
が 早 朝 劣 化 し て し ま う こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 光 走 査 装 置 ２ ８ を 、 図 ６ に 基 づ い て 、 Ｙ Ｃ の ビ ー ム L（ Ｙ Ｃ ） の 光 路 に 沿 っ て 説 明 す る
。 な お 、 図 示 し な い 光 源 （ Ｌ Ｄ ） か ら 照 射 さ れ た ビ ー ム Ｌ Ｙ が 、 回 転 多 面 鏡 に 入 射 さ れ る
ま で の 構 成 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 回 転 多 面 鏡 ３ ６ の 反 射 面 で 偏 向 さ れ た ビ ー ム L（ Ｙ Ｃ ） は 、 ２ 枚 組 の Fθ レ ン ズ ３ ８ で 感
光 体 上 を 等 速 で 走 査 す る よ う に 主 走 査 方 向 に お い て 走 査 さ れ る 。 ま た 、 Fθ レ ン ズ ３ ８ を
通 過 し た ビ ー ム L（ Ｙ Ｃ ） は 、 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー １ ８ ７ 、 反 射 ミ ラ ー １ ４ ２ ， シ リ ン
ド リ カ ル ミ ラ ー １ ８ ４ で 折 り 返 さ れ て 、 防 塵 ガ ラ ス を 通 過 後 、 感 光 体 ２ ４ Ｙ Ｃ 上 に 結 像 さ
れ る 。 通 常 、 感 光 体 ２ ４ に 近 い ミ ラ ー の 方 が 長 さ が 長 く な り 、 結 果 と し て 振 動 し や す い た
め 、 光 路 上 の 下 流 側 の ミ ラ ー の 長 さ 方 向 略 中 央 部 に 押 圧 部 材 を 備 え て い る 。 す な わ ち シ リ
ン ド リ カ ル ミ ラ ー １ ８ ４ の 略 中 央 側 面 部 を 押 圧 し て 振 動 を 抑 え 、 そ の 構 成 は 実 施 例 ３ の 図
１ ２ で 示 し た 構 成 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 実 施 形 態 の よ う に 複 数 の 感 光 体 を 具 え た カ ラ ー 画 像 形 成 装 置 に お い て は 、 光 走 査 装 置
の 走 査 線 湾 曲 は 各 色 画 像 ご と の 位 置 ず れ 、 す な わ ち 色 ず れ を 起 こ し 、 画 質 の 劣 化 の 原 因 と
な る 為 、 走 査 線 湾 曲 を 極 力 少 な く さ せ る 必 要 が あ る 。 そ の 為 の ミ ラ ー １ ４ ２ の 保 持 構 造 を
図 ５ に 示 す 。 ミ ラ ー １ ４ ２ の 両 端 は 実 施 例 １ で 説 明 し た 構 造 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ミ ラ ー １ ４ ２ の 長 さ 方 向 略 中 央 部 の 押 圧 保 持 部 の 詳 細 を 図 １ ４ に 示 す 。 保 持 部 材 ７ ６ は
筐 体 の 一 部 又 は 筐 体 に 締 結 さ れ て い る 部 材 で あ り 、 そ の 保 持 部 材 ７ ６ に は ネ ジ が 切 っ て あ
り 、 先 が 丸 形 状 に な っ て い る ネ ジ ９ ２ が 組 み 込 ま れ て い る 。 こ の ネ ジ ９ ２ の 押 し 込 み 量 を
調 節 す る こ と に よ り ミ ラ ー の 湾 曲 量 を 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 MＫ の ビ ー ム L（ MＫ ） の 光 路 に 沿 っ て 説 明 す る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 回 転 多 面 鏡
３ ６ で 偏 向 さ れ た ビ ー ム L（ MＫ ） は 、 Fθ レ ン ズ ３ ８ を 介 し て シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー １ ８
６ 、 反 射 ミ ラ ー １ ４ ８ ， シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー １ ８ ５ ， 反 射 ミ ラ ー １ ５ ２ で 反 射 さ れ て 防
塵 ガ ラ ス を 通 過 後 、 感 光 体 ２ ４ MＫ に 至 る 構 成 と さ れ て い る 。 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー １ ８
５ は 略 中 央 側 面 部 を 押 圧 さ れ 、 そ の 構 成 は 実 施 例 ３ の 図 １ ２ で 示 し た 構 成 と 同 様 で あ る 。
反 射 ミ ラ ー １ ５ ２ は 略 中 央 部 を 押 圧 さ れ て い る 。 そ の 構 成 は ミ ラ ー １ ４ ２ の 保 持 構 成 と 同
様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 Ｌ （ Ｙ Ｃ ） と Ｌ （ MＫ ） の ２ 種 類 の 光 学 系 が 存 在 す る が 、 そ の 違 い は 、 Ｌ （ MＫ ） の ビ ー
ム は シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー １ ８ ５ の 後 に 反 射 ミ ラ ー １ ５ ２ が 配 置 さ れ 、 Ｌ （ Ｙ Ｃ ） の ビ ー
ム に は 最 終 光 学 部 品 と し て シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー １ ８ ４ を 配 置 す る 構 成 に な っ て い る 点 で
あ る 。 又 、 Mと Ｋ の 違 い は ミ ラ ー １ ５ ２ の 位 置 が 異 な る 点 で あ る 。 シ リ ン ド リ カ ル ミ ラ ー
１ ８ ４ 、 １ ８ ５ は 、 回 転 多 面 鏡 の 面 倒 れ 及 び 、 副 走 査 方 向 の 走 査 ず れ を 補 正 す る 機 能 を 備
え て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 形 態 に 係 る 光 走 査 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 形 態 に 係 る 光 走 査 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 形 態 に 係 る 光 走 査 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 形 態 に 係 る 光 走 査 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 光 走 査 装 置 の ミ ラ ー 保 持 機 構 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 光 走 査 装 置 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 形 態 に 係 る 光 走 査 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 光 走 査 装 置 の ミ ラ ー 保 持 機 構 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 光 走 査 装 置 の ミ ラ ー 保 持 機 構 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 光 走 査 装 置 の ミ ラ ー 保 持 機 構 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 光 走 査 装 置 の ミ ラ ー 保 持 機 構 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る 光 走 査 装 置 の ミ ラ ー 保 持 機 構 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に 係 る 画 像 形 成 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 係 る 光 走 査 装 置 の ミ ラ ー 保 持 機 構 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 の 光 走 査 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 １ ０ 　 　 画 像 形 成 装 置
　 　 １ ２ 　 　 電 子 写 真 ユ ニ ッ ト
　 　 １ ４ 　 　 転 写 装 置
　 　 １ ６ 　 　 中 間 転 写 ベ ル ト
　 　 １ ８ 　 　 ト レ イ
　 　 ２ ０ 　 　 転 写 装 置
　 　 ２ ２ 　 　 定 着 装 置
　 　 ２ ４ 　 　 感 光 体
　 　 ２ ６ 　 　 帯 電 器
　 　 ２ ８ 　 　 光 走 査 装 置
　 　 ３ ０ 　 　 現 像 器
　 　 ３ ４ 　 　 筐 体
　 　 ３ ６ 　 　 回 転 多 面 鏡
　 　 ３ ８ 　 　 Fθ レ ン ズ
　 　 ４ ０ 　 　 反 射 ミ ラ ー
　 　 ５ ０ 　 　 反 射 ミ ラ ー
　 　 ７ ０ 　 　 支 持 部 材
　 　 ７ ９ 　 　 支 持 部 材
　 　 ８ ０ 　 　 押 圧 部 材
　 　 ８ ０ 　 　 押 圧 部 材
　 　 ９ ０ 　 　 画 像 形 成 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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